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福 岡小児 歯科 集 談 会 会 報

■巻・頭 ‐ 曰

「「
づ、2015年の11月 から1年間デンマークの;

享ンました。オーフス大学の研究室の教授は女性

万てンた。研究室のスタッフの皆さんもフレンド

享 ,ニ モ導して頂き、楽しい一年間を過ごす事がで乏

手づどういう国で暮らしているのかも気になり

つて来てくれる、建物や街並の写真が素敢なので

き■いと計画を立て、8)白 10日 のま程で、デン=

ttち夫婦は元々海外旅行が趣珠てしたが、い

て、ました。ところが、コベンハーケンまでは 1

て_tが、いざ乗つてみると割と楽で、楽しくフ

ー三ノパの街並み、教会、お城に感激し、それか

し :好 きになりました。

fザ留学しているうちにと、翌年の夏はミラノヘ。娘が帰国した翌年のゴールデンウィークは□

ン ンヽヘ。昨年末から年始にかけては□―マに行つてきました。

t達の旅行は基本、ネットの旅行サイ トを利用します。航空券、ホテルバックというもので、行

き元の、好きなホテルを先ず選び、そこから次に航空機を選択し料金が決まります。旅行自体もも

ころん楽しいのですが、このホテルと航空機をいかに安く、素敵なホテルを選ぶかが重要で、ゲー

ニ言覚でわくわくします。

姜光地だけでなく、地元の人が行くデパー トやスーパーマーケット、商店街等を見て回るのも好

きて、食事も地元の人が利用するお店を選びます。旅先でのスケジュールやコーディネイ ト、予約

丁
へくては娘にまかせています。家族4人で、現地で味わう美味しいお料理と、美味しいお酒、楽しい

/ざ |し もυり|し つ 4ヽ え異性し`三室僣υりUttFoO C｀ 9。 1ブ C｀ tよ、

行のために働いている様な気も します。 しば し現

れて羽を伸ばす事で、明 日への活力になつていま

今まで考えた事も無かつた、遠い国への旅行が現実と

なり、私の視野も広がりました。これは、娘の留学がら

き金になった事は間違いありません。

楽しみを持ち、生き甲斐を持ち、生き生きと仕事を続

けるためにも、体が動く限り海外旅行を続けたいです。

(写真 右上は、オーフス市街地)

第 37号
発  行  平成31年 3月 30日
発行者 会長 二木  昌人

ネ岳同市中央区薬院4-|-26-2F
、も、たつき子ども歯科

TEL:092-523-7560
E― mo ifc―dento@son bb q ip

『娘の留学がもたらしてくれた幸せ』
かつまた歯科小児歯科医院  勝俣 真里

.     貪薫禁舞承真RF嵩貸季計域竃rFr冒菫矛?淳降

1



福岡小児歯科集談会 会長 二木 昌人

会員の皆様、お元気で臨床に励んでいらっしゃることと思います。

昨年春の社会保険診療報酬の改定で、小児歯科分野では小児□腔機

能発達不全症と言う診断名、および診断基準が提示されました。近年

□呼吸や咬合、咀疇、構音のP03題 が歯科分野のみにかかわらずクロー

ズアップされています。小児歯科医としても歯列咬合や舌小帯などの

器質的P。0題のみでなく、機能的P。0題にもアプローチすることが必要に

なつてきていると感じます。学校でも「あいうべ体操」を実践してい

るところも珍しくありません。学校歯科医会でも□腔機能に関しては

委員会で冊子の発行も行い、今後、学校健診で診査項目に入つてくる

可能性もあります。MF丁 も再評価されるべき時期になってきていると思いますし、小児科医や言

語聴党士との連携も必要ではないでしょうか。

小児歯科医が、 トータルケアの中で小児の□腔機能の全体像を把握するセンターに位置 し、他業

種の方々とコラボレーションができるようなシステムを構築していければ理想と考えますc

う蝕や歯周疾患の治療や予防は、もちろん□腔健康のベースとなりますが、これらに始まり終わ

ると言うものではありません。歯科 EIIは器質的 リハビリテーシ∃ンから、機能的 リハビリテーシ∃

ンさらにはハビリテーションに目を向け、アプローチする時代がやつて来ました。時代が要求して

いるとも感じますので、私たちも進化が求められます。

会長挨拶の後、議長選出が行われ、以下の議事について報告および説明がされた

*平成29年度事業報告 (平成29年 4月 ～平成30年 3月 )(二本会長)

平成29年 4月 総会、講演会 (吉田 茂先生)

7月 スタッフ対象セミナー (野村 ひとみ先生)

9月 講演会 (柳田 憲―先生)

11月 講演会 (増田 純一先生)

平成30年 3月 歯科医師対象セミナー (安永 敦先生)

3月 会報誌「こだまJ発行

*平成29年度会計報告 (安藤先生)および会計監査報告 (勝俣先生)

*平成30年度事業計画 (二本会長)

平成30年 4月 総会 講演会 (太田 由美さん、友重 文子さん)

7月 スタッフ対象セミナー  (講師 :未定)

9～ 10月 講演会 (講師 :未定)

平成31年 2月 歯科医師対象セミナー (講師 :未定)

3月 会報誌「こだまJ発行

*平成30年度予算案 (安藤先生)

以上の議案は、すべて出席者の承認を得られ、議決された。

平臓30年度 福岡」ヽ児歯科集談会総会の報告
日 時 [平成30年 4月 25日 (水)19時 30分～

場 所 :福岡県歯科医師会館 5階中ホ…ル
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総会後講演会

講演 I 共に育つ ～地域・家族、そしてスタッフと～

たかかぜ歯科  日本小児歯科学会認定衛生士 太田 由美さん

たかかぜ歯科では、医院全体のスキルアップを目的とした、様々な取組

みがなされています。院内で開かれるミーティングや研修会での活発な意

見交換。全国各地で開催される研修会への積極的な参カロ。そこで得た知識

の共有を図るための更なる勉強会。細やかな地域保健活動。そして、それ

らを生かすためには、チームプレイが大切であることを実感されていると

述べられていました。そんな中で子育てをしながら、スタッフと協力しあ

い、小児歯科認定衛生士の取得をなし遂げたことには、大変感銘を受けま

した。今日まで、たくさんの方々に支えられ、たくさんの事にチャレンジ

し、共に育つてこれたのは、家族、職場のスタッフ、地域の方々のおかげであり、たいへん感謝して

いると結んでいらっしいました。

≪参力0者アンケー トより≫
・EII院全体で勉強会をすることによるレベルアップはすごいと思った。子どものメインテナンスを

するだけじゃなく、その重要1生を知つてもらう工夫をしている。
・日々 の中でいつも感謝を忘れず頑張っている方だと感じました。そんな心がきっと、仕事に生か
されているんだなと感心しました。

講演Ⅱ 楽しむ ～私として歯科衛生士として大切にしたいこと～

ありた小児矯正歯科  日本小児歯科学会認定衛生士 友重 文子さん

歯科治療を嫌がって泣きOllぶ子供は、どうして泣くのか ?痛み、不安で怖い、

武器として泣いてるのか、パニックなのか ?客観的に分析し、その保護者を観

察し、友重さん自身の子育てや、 DHと しての 30年 PoOの豊かな経験をもとに、

安心して歯科治療を迎えられるよう誘導していくテクニックを紹介してくださ

いました。また、健全な□腔機能を育ていくための指導法についても、本人に

も保護者にも、ス トレスにならないよう配慮していく独自の方法もたいへん興

味深いものでした。特に、時には診療の妨げとなるかもしれない、子供の自然

な自己主張の姿を、保護者の気持ちに寄り添いポジティブにとらえることで、

治療に関わっていき周りを明るくしていく過程に、大変感動致しました。

≪参加者アンケー トより≫
・楽しい気持ちは全てに伝染する !お母さんが肩をの力を抜いて、楽しめるように支援すること、

「楽しい」と思う気持ちはどの状況でも前向きに生きられる秘訣ですね |

・おりこうさんほど、関心を持つことが大切だと改めて分かりました。

あんどう歯科・小児歯科 安藤 EII子
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講演 I  ミャンマーの医療に恵まれない人々への□からの健康作り

アジアのこどものデンタルケア  松本 敏秀 先生

松本先生は2011年 5月 より、ミャンマーをベースに歯科保健活動

に携わっていらつしゃいます。国情として、ミャンマーは多民族国家で

かつ文化的にも異なりますが、経済的にも恵まれない中で、歯科医学分

野では、歯科医師不足はもちろん、問題が山積しているようです。

その中で、公衆衛生の分野に目を向け、小児や児童を中心に、孤児、

障がい児 (者)、 有病者や少数民族など、医療に恵まれない人々への歯

科治療や□腔からの疾病予防に取り組み続けていらつしゃるとのこと。

さらに、いくつかの拠点を繰り涯 し訪問し、ミャンマーの歯科医師、

予防に関しては医療関係者にとどまらず教師、施設や地域の リーダー、

国際NGO現地スタッフなどに引き継いでいるとのこと。そしてミャンマー人の手でこの活動が持続し、

発展していくことを目標にされています。

集談会会員である私たちも、同じ小児歯科医として、活動を何らかの形でサポー トできれば、と感

じました。

〔笹警EII:含デ
冒早含軍写ア思某亮二ぶ了告97盲葦襦奨冒啓出

て
出8条当藻醇[井多昇讐警之『

〕
請演 Ⅱ  Think G obaly,Act Loca y海外の歯科保健活動経験を国内で活かす時代が到来 |

きし哲也歯科医院 藤瀬 多佳子 先生

藤瀬先生はかつて、」ICA海外ポランティアとして南太平洋 トンガ王国で2

年間、パシフィックパー トナーシップおよびNGOの一員としてベ トナム、

カンボジア、スーダンでEII療支援活動をされたキャリアがあります。

現勤務先の立地が、留学生とその家族を中心とした外国人患者が多く、歯

科治療を行う上で、各国の歯科レベルのバックグラウンドはもとより、宗教、

文化、将来的徐フォロー等を考慮

する必要があると実感されている

そうです。

海外での医療支援活動に参カロす

ることで視野が広がり、いろいろな角度から物事を考える

機会を与えられたとのこと。

講演では各国での経験と、その経験が日本の歯科医院を

受診する外国人患者に柔軟に対応 し、適切な処置に有効で

あることを、具体例を示し説明いただきました。

ふたつき子ども歯科  二本 昌人
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歯科医師文」象セミナー

平成 30年 4月 の保険点数改定で、小児歯科医療に携わる私たちにとって

大きな変化となる「小児□腔機能発達不全症」という病名とその対応が盛り

込まれました。当日はRKB毎 日放送のテレビ取材が入る中、まず九大名誉

教授の中田先生から今回の制度が導入されるに至つた歴史的背景とその意義

を、次いで福岡市の医療保険委員を長年務めておられるおがた小児歯科の石

倉先生から保険請求に関する注意点を詳しく説明していただきました。

30数年前私が歯学部学生だった頃、中田教授の講義で小児歯科の目的は

中田 稔 先生  「成長発育期を通 して健全な□腔機能を営みうる総合的咀疇器官をつくるこ

と」と教わったように記憶しています。従来の狭義の□腔機能回復 (歯冠修復)か ら、今回の改定

で広義の□腔機能の概念が保険制度の中で初めて明文化された、その期待感を込めて中田先生は今

回のタイトルを「□腔機能元年」と表現されたのだと思います。 ‐||||

私の診療室でも「□腔機能発達不全症Jに該当する子どもたち

は年々増 I」Bし ているように感じていただけに、今回の保険導入は

たいへんうれしく思いました。石倉先生にはこの市」度を詳細かつ

丁寧に解説していただいたのでとても参考になりました。

中田先生はこの制度をより良いものとすべく「□腔機能発達不
石倉 行男 先生

全症研究会」の立ち上げを提唱されておられます。私たちは小児歯科医療がめざす本来の目的を保

険制度の中で実践できるように、ひいては多くの子どもたちの健康と幸せのために、今後積極的な

取り組みが要求されているのだと思います。

古澤こども歯科クリニック 古澤 潤一
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小児科関連学会の複数の指導医の資格をお持ちになり、地域の

様々の施設での指導医や相談医を兼任されご活躍なさってぃらしゃ

る、小川教授にお話して頂きました。

2013年 の米国精神医学会の疾患概念 ・診断基準の改定 (DS M二

5)の中で、発達障害は、神経発達症という分類名が採用されるよ

うになり、その主な変更点としては、知的障害は、矢目的発達症への

名称変更と診断基準からの指数の肖」除となったこと。広汎性発達障

害は、自閉スペク トラム症/障害 (ASD)への名称変更と診断基準変

更となつたこと等を、詳しくご説明して頂きました。

また、ASD/ADHDの 臨床像と、虐待による反応性愛着障害の多

動 、衝動性な どは、臨床的 に鑑別困難 であ ることを解説 して頂 きま した。小児歯科医は、

ASD/ADHDと思われる患児に、著 しい師歯ゃ□腔外傷が見られた場合、虐待を疑い通告を検討 し

て欲しいということと、子ども虐待の見張り番としての小児歯科医の働き|ま重要であることを強調

されていらっしました。

臨床の場での様々な子供たちや保護者とのエピソー ドを交えながらのお話でしたので、とても分

かりやすく、改めて、こういう環境下の子どもたちへの社会的なサポー トの重要性を痛感いたしま

した。

あんどう歯科・小児歯科 安藤 匡子
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ことば (構音操作)は、子供が生来的に持つている能力ではなく、生

後の中枢神経の成熟や学習によって獲得されるものであり、0歳～6歳

頃に完成することを、最初に説明されました。規貝J正 しい生活や体の発

達にそった十分な運動などが基盤となった『ことばのビル』の説明で、

「手先が不器用 よく転ぶなど運動面の不器用さがある子供|よ、発音が

にがでJと いうお話も、納得いくものでした。

次に、発音がはっきりしない構音障害について説明されました。構音

障害には 3つあり、そのうち、子供のことばの発達の途中で音を作る操

作を間違ってしまい、それが習慣化した機能 4生構音障害と、□蓋裂 発

語器官の形態異常から機能障害を起こす器質的構音障害について、詳し

く解説して頂きました。舌と硬□蓋の接触を評価する EPC(e ectro
pa atogram)と 音声で、治療前後の変化を示していただき、治療の成果

を客観的に判断することができました。

最後に、言語障害のある子供さんの治療には、多職種連携が必要なことも強調されていて、今後

小児歯科との連携もますます増えると思われました。

講演会後、緒方先生との懇親会時、参考になるような書籍等をお尋ねしておりましたら、以下の

書籍、 D∨ D等をご紹介いただきました。

1 □腔の生育をはかる (第 1巻～第3巻〉

佐々本 洋先生 監修 医歯薬出版

2 器質性構音障害 一言語聴覚療法シリーズ

機能4生構音障害 一言語聴覚療法シリーズ

斉藤 裕恵  (著)       建需社

3 吃音 子供の吃音 ママ応援ブック

菊池 良和  (著)       学苑社

4 EPG 関連 D∨ D・ 動画

① 日で見る日本語音の産生 エレクトロパラグラフィ (EPC)を 用いて

山本 一郎 監修        EPG研 究会

② 目で見る構音障害

藤原 百合 山本 一郎 監修  EPG研 究会

③ 国立国語研究所  日本語の発音

廣田歯科医院  廣田 和子

7



当会会員で福岡市東区開業の山□昭一先生が、平成 30年 12

月29日 に58歳で逝去されました。山□先生には、当会の会誌

「こだま」の巻頭言をお願いしたことがありました。

また、医療保険関係もお詳しく、歯科医師対象セミナーで小児

歯科関連の医療保険について講演頂いたこともありました。告男」

式は、実家のある鹿児島にて執り行われたそうです。

個人的には、同郷で、九州大学歯学部卒、九州大学小児歯科の

同門の後輩としての存在でした。

ここに謹んでお悔やみ申し上げます。

福岡小児歯科集談会会長  二木 昌人

子供の虐待や、子供の貪困に関連して、『こども食堂』が話題になつています。私の地域でも、

近々 始まるに問いています。貪困の有無に関わらず、おかあさん方は、毎日どのような食事を子供

たちに提供しているのでしょうか?

休日、『耳納の里』という地元の農産物を販売している所 (道の駅のような所)に行きます。そ

れも生産者が出品するような早い時間で、まだ買い物客も少なく、ゆっくり品定めもでき、時には

生産者においしい食べ方まで教えてもらえます。道の駅ブームでしょうか、時間が遅くなるとレジ

に長蛇の列ができ、長時間並ばなければなりません。客層をみると、どちらかというと年配の方が

多く、若い子供連れの方には、出来合いが多く並ぶスーパー

マーケットのほうが人気のように思えます。

新鮮な地元の農産物を使つて、手つ取り早く作れる料理を、

おかあさん方に教えてくれをいかなと、ここに来るたび思つ

ています。

廣田歯科医院 廣田 和子


